新座市道路反射鏡設置基準

（平成２９年４月１０日市長決裁）
（目的）
第１条　この基準は、市が設置する道路反射鏡に関して必要な事項を定めることにより、その適正な運用を図り、もって交通の安全に資することを目的とする。
（定義）
第２条　この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

1 　自動車等　道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第２条第１項第９号に規定する自動車及び同項第１０号に規定する原動機付自転車
2   公道　道路法（昭和２７年法律第１８０号）第２条第１項に規定する道路及び市が所有し、市道に準じて市が管理をする道路
3 　私道　公道以外の道で本市内に存するもの
（設置の基本）
第３条　市長は、道路反射鏡（市が設置し、又は管理するものに限る。）の設置に当たっては、見通しの悪い場所や周辺の道路状況、交通状況を把握した上で設置の必要性を検討し、適切な設置に留意しなければならない。
（設置基準）
第４条　道路反射鏡は、市内の道路のうち車道幅員がおおむね４メートル以上のものであって、次の各号のいずれかに該当する場合に設置するものとする。
　公道の湾曲部又は屈曲部において、自動車等が安全に走行するために必要な直接目視により見通しが確保できないと認められる場合
　　信号機が設置されていない交差点において、公道との交差箇所の隅切りが３メートル未満で、見通しが確保できないと認められる場合
　　袋路状道路（その一端のみが公道に接続した道路であって、その交差点を利用する自動車（大型自動二輪車及び普通自動二輪車を除く。）が常時１０台以上である場合に限る。）と公道の交差点において、見通しが確保できないと認められる場合
　　通り抜けが可能な私道で、見通しの確保が困難と認められる場合
　　前各号に掲げるもののほか、見通しの確保が困難であって、市長が特に必要と認める場合
２　前項の規定により道路反射鏡を設置する場合において、道路の幅員、構造等の事由により道路反射鏡を道路上に設置できない場合は、当該道路以外の場所（無償で使用できる場合に限る。）に、道路反射鏡を設置することができる。
（設置場所）
第５条　道路反射鏡の設置場所は、次に掲げる要件を満たす場合に設置するものとする。

　　設置場所に隣接する地権者の了解が得られていること。

　　設置場所に隣接する土地及び建物等の利用の妨げとならないこと。

　　設置したことにより、車両及び歩行者の妨げにならないこと。
（開発行為等に伴う設置及び管理）
第６条　新座市開発行為等の基準及び手続に関する条例（平成１４年新座市条例第３０号）第２条第５号に規定する事業者は、この基準に基づき、道路反射鏡の設置を行わなければならない。
２　前項の規定により設置された道路反射鏡は、市に帰属し、市がその管理を行うものとする。
（委任）
第７条　この基準に定めるもののほか、道路反射鏡の設置に関し必要な事項は、都市整備部長が別に定める。

附　則
この基準は、決裁の日から施行する。
